
中祈式シールド機による急曲線部(｢:=30m)のブラインド推進

(7)ア-マ-パイプと新設カルバー トスラフつ三船 との

空隙は,従来の方法では不可能で,初めに鉄筋を組

み (パイプに吊る)次に型枠を支保工で支えた｡コ

ンク1)- ト打設はあらかじめ圧送パイプを配管して

おき,これにポンプ車からのホースを継ぎ圧送した｡

スラブ天端,厚さの確認は遵二接人間が目で確認でき

ない所 もあり,スラフつミ堆位置にコンクリー ト検知

器を取 り付け管理した｡

(8)工事期間中も交通確保のため,既設地丁遺取 り壊

し時点からは,現場内通行用の鋼製の仮設地下道を

設け,工事進捗状況により,これも何度か移動せざ

るをえなく,∵敗通行人への安全対策には,細心の

注意であたったO

写薬-1 明田地下道完成後

P.S.A工法は,安全性,切羽環境,施工精度等に利点

があり,軟弱地盤での導坑掘削には,かなりの成果が期

待できる｡

雷抄 銀

中折式シールド機による
急曲線部(｢=30m)の
ブラインド推進

石本 紀-* 山本 政義**

鈴木 久一***

東京者rrF水道局発注の加平北雨水幹線その1工事にお

いて,路線の一部に曲率半径r-30mの急曲線部があっ

た｡検討の結果,中祈式シールド機を採用しブラインド

推進した｡
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I,地質

シール ドの通過地層は,図-1の様に下部有楽町層

(Y色)で,地質特性は次のとおりである｡有楽町層の上

部2-3mは,晴灰色の砂質シルトからなり,上部層と

の漸移部である｡それ以深は,貝殻混り.の晴灰色シルト

からなり, 厚さは14m以上である｡N傭は,0-1を示

しており極めて軟弱である｡

2.中折式シール ド機械

対象地盤が全体的に軟弱な地層であり,切羽で拐動化

し易い性状を持っていること,また,従来のブラインド

シールド機による施二日列が無いことと,余掘最が (曲線

のため)多くなり地盤沈下の大きな要図になることから,

機種はシールド機本体が油圧11頚加こより屈曲可能な中折

式とした｡

採用した中折式シールド機は,機体を前部,後部の2

節分割にし,線形の曲率に応じて屈曲させ,機械を曲げ

易くしたものである｡前,後部の結合は,従来の中折式

のユニヴアーサル聖と異 i),JIT2点をピン結合とし,

左右方向にのみ属Ellげ きる様にした｡これは,屈llll方向

を準沌化することによりジョイント部の[=jづまり等のト

ラブルを少なくしようとしたものである｡従って,機械

のローリングには特に注意する必要があり,スタビライ

ザの取付位置を推進による地山の乱れの少ない,45度の

緩み線以下 とした｡

r-30mの曲線部における所要余掘量を計算すると,

0-Oo即ち直線聖シールド機の場合,200mm近い値 となる

のに対し,今回の中折式シールド機の屈曲限界の0-

4.250では,約20mmと極めて低い数値 となる｡

3.施工状況

急曲線部施工は,全数336R (リング)のうち213R

-311Rまでの99Rである｡使用セグメントは両テーパ

の異形 (B450, .26T26) とした｡この間の平均推九

開口率は表-2のとおりであった｡曲線部に入ってから

はセグメントに与える影響を考慮し,開口部を大きく(60

cmx60cm)し,推力を下げるようにした｡

中折式ジャッキの使用については,推進しながら徐々

に屈曲させ,測量の結果 β-2Oでシールド機がr-30m

の軌跡を描いたが,これ以上屈曲させると曲がり過ぎる

関東(支)足立(也)所長
関東(支)足立(也)係長
関東(支)足立(出)
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図-1 地層断面想定図

シールドンrノi- 豹シー,'L,L'スキン7L'-ド

図-2 シール ド屈折機構図

表-1 中折式 シ-ル ド機仕様

表-2 平均推九 開口率表

推 力 (tf) 問t三一率 備 考

最大 最小 平均

直 線 部300 140 230 0.2% 郎50mmパイプ使用

r-30m急曲部 300 220 230 4.3% 60cmX60cm

傾向を示 したため,属Eit=眼界までの使用は行わなかった｡

推進 とともに,余掘 りについても慎重に監視し,推定

て通るが開取出量 も95-97%とほぼ直線部と同様であり,

路面の沈下,隆起も見受けられなかった｡

しかし,中心線測量の結果,セグメントの軌跡は250

R付近より曲線外側へふくらむ傾向が急激に発生した｡

これは,曲線部で外側のジャッキを主力に倣うため,級

続するセグメントが,テールから外れた部分で外側地山

-押付けられ,周辺地山強度が不足するためと考えられ

城 l:-:i 仕 様

シール ド本体 外 径 3,250mm
十 人 3,900mm

装 lh.F'J= 荻 こきIi 28t

スキンPL板 i_ 28mm

≡i シール ド 巨 -フムーン フェース再一 才J-rジャッキ ジャッキ ジャッキ 書ジャッキ

ジャッキ側係≡ E椎 力 80tf ; 14tf 20tf E 50tf 喜

≠ it 9本 喜 34こ 2本 44､

食 推 力 720tf E 42tf 40tf 200tf ≡
ス ト ロ ー ク 1,050mm 800mm 萱 900mm 120{ ≡≡

倣 川 ):i.: 力 300kgf/cm3‡250kgt/cm2喜250kgf/cm2300kgf/cm'

形 式ltll 車1三 敬一暮事ー 車去 角 !立至押 込 力∃ リング祉回式

喜 0-1.7rpm

≡ ノー三才r約200度

図-3 急曲線部施工状況
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泥水シ-ルドによる壌層の掘進

る｡

このため,施工を一時中断 し,外側地 11を補強する方

法を検討実施 した｡具体的には,発行 して門型に地盤改

良 した r-30mの外側地山を,圧力管理 (7.Okgf/cm3)の

二重管注入で再度改良 して,後方地山の強化を行いセグ

メントの移動を防ぐとともに,セグメン トを補強 した｡

再注入後は,セグメン トの移動 も落ち着 き,施工は無事

終了した.

4.まとめ

急曲線部施工 における中折式の採用は,次の哩由によ

り適切なもの と考えられる｡

(1)操向性がよいこと｡

(2)余掘最が低減 し,ブラインド推進が可能であるこ

to

急曲線部施工における中折式の採用は,次の矧軸 こよ

り適切なもの と考えられる｡

が曲るか否かについては,前述の様に中折式は非常に効

果があると判断されるが,推力受けとしてのセグメント

が有する問題については,周辺地山の側部反力 と同時に

考えるものであ り,当工区のような軟弱な地山において

は,地山の強度増加が不可欠であるO

■抄 録

泥水シールドによる右葉層の掘進

(ロータリバルブの使用実績)

飯塚富士雄* 勝間田新司**

小山 光和***

泥水シール ド工法の問題点の一つに機層の掘進がある｡

甲J存住吉幹線下水道管布設工事では,試掘調査より嘆層

に¢300mm以上の玉石が3-4個/rn3あると判明 したの

で,泥水シール ド機にロータリバルブを備えて掘進 した｡

1.工事概要

｣二 期 昭和52年8月～55年3月

延 長 1,417m

*横浜(支)浜松馬込(出)所長
*横浜(支)新横浜 (出 )
*横浜(支)浜松馬込(帆)
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内 径 (仕Ⅰ二が i))¢1,800mm

2.地質

粘土,シル ト,砂,砂磯紬1,1:庄層にな り激 しく変化 Lて

いる｡試掘調査によると傑層で標混在最は以下のようで

あった｡

¢ 50mm以上 25-30%

¢150mm以上 5-10%

¢300mm以上 3-4個/m3

3.シール ド機, ロータリバルブ,送耕泥 について

ロータリバルブの円筒外形は¢1,150mmで 5セルに分

割され,¢350mmの機が排出可能である｡カッタス1)ッ

ト幅は¢350mmの機が取 り込み可能な幅 とし,地層によ

りスリットの開度が調整可能な構造 とした｡(図-1,2

参照)

泥水は,6インチ管を使用 しで切羽に送 られ, ロータ

1)バルブより土砂 とともに集泥タンクに排,出される｡標

選別機により,集泥タンクの細かい土砂混 じり泥水は,

タンクの底部に設けた排泥管より排出される｡硬選別機

を通過 しない嘆 ･粘土の塊は,鋼車に積み込まオ凋紺',さ

れる｡

4.施工 について

機選別機に設けたスクリーンの目の大 きさは,傑層で

は30m両〕を使用 L,粘性土では50mm目を使用 した｡

襟層では玉石が多く,スクリーンを通過 した喋が,集泥
タンクの底部の排泥管取付部付近に溜り,閉塞が発生 L

た｡ 粘 性 土ではスクリーンの目詰 ま りが発生 した｡粘土

及びシル ト層では掘削土の約90%が トロ積み とな り,砂

層では95%がスラリ輸送 となった｡

相当量の泥水をロスした｡粘土及びシル ト層では,泥水

に粘土 とシル トが溶け込むので泥水の二次処理を行った

が,砂及び砂機層では相当量の作泥を行った｡

集泥タンクの水位管理は,切羽水圧によりPlポンプの

回転を制御し,ロータリバルブの回転数により排泥流最

を決め,排泥流最に合せて排泥ポンプP2の回転を制御 し

て行う｡掘進路経が長 くなり,中間ポンプ設置台数が多

くなるほど,P2ポンプによる排泥流最調整範囲が狭 くな

り施工に苦労 した｡

原因 として,中間ポンプにキャビテイション現象が発

生 し,排泥制限が困難になることが挙げられる｡キャビ

テイション現象は,P賢ポンプの斬 呈 (最大22m)と中間

ポンプの揚程 (25m)bL一定なため,中間ポンプの台数


